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モバイルコンピューティング推進コンソーシアム 

 

IoTシステム技術に関する 

検定や講習会の必要性 
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◆1997（平成9）年 設立◆会員数 164社（’16年9月現在） 

 

 

目標 世界、特にアジアにおけるM2M/IoTシステムの先導的役割を果たす（技術、普及、人材育成）  

MCPCの会員構成 

幹事会員：8社  

  
  
 TDK、ブラザー、カシオ計算機、兼松コミュニケーションズ、KDDI財団、ＫＤＤＩテクノロジーズ、玉川大学、日本電子専門学校、 
 岩崎学園、電波新聞社、日刊工業新聞、日立IA 、日立ソリューションズ、インテル、クリエイト、大塚商会、東芝テック、エム・フィールド、 
コネクシオ、加賀電子、三和電子、ベータテック、ACCESS、アビームコンサルティング、インターコム、AOSテクノロジーズ、 
ミライト情報システム、 富士通ビーエスシー、シスラボ、日本IQP 、日本テレネット、 BiｚMobile 、 菱洋エレクトロ、ワンビ 他 

 
 
日本貿易振興機構（JETRO） 
大韓貿易投資振興公社(KOTRA)   
（社）電波産業会(ARIB)   
（財）電波技術協会 
（社）電子情報技術産業協会(JEITA)  
（NPO） ITコーディネータ協会（ITCA)   
（社） 企業情報化協会(IT協会)   
工業技術研究院 資訊與通訊研究所（台湾）   
  
 

相互協力会員：21機構、団体  

  
（社） コンピュータソフトウェア協会(CSAJ)   
（社）情報通信ネットワーク産業協会(CIAJ)  
（社）新世代M2Mコンソーシアム   
（NPO）日本Androidの会   
（社）日本コンピュータシステム販売店協会(JCSSA)   
（NPO）日本プロジェクトマネジメント協会（PMAJ） 
（社）日本ベンチャーキャピタル協会 
                          
   下線は政府関連組織 

通信キャリア ハードメーカ 

MCPC 

通信キャリア 
ハードメーカ 

ソフトメーカ 

MCPC 

システム 
インテグレータ 

 
IEEE(USA） 、Bluetooth-SIG（USA） 
 

WTA： 
Wireless TechnologiesAssociation（USA) 
 

IrDA（USA）、Wavefront（Canada） 
 
Bluetooth-SIG(USA)  
 

Philippine Software Industry Association 
(PSIA)        
                        他 

 

協調団体：9 

会長 安田靖彦  

 

東京大学名誉教授 
早稲田大学名誉教授 
副会長  
ＮＴＴドコモ 
KDDI 

2 

 

センサ関連会社の多くは会員です。 

 キヤノン、京セラ、アルプス電気、日本自動車工業会、CTC、矢崎エナジーシステム、 NTTソフトウェア、 
 デンソー,パイオニア、クラリオン、ＪＶＣケンウッド、三菱電機、SONY、沖電気,、UQコミュニケーションズ、 
 トレンドマイクロ、パナソニックモバイルコミュニケーションズ、システナ、ゼネテック、 東芝ソリューション 他 

正会員：46社  

賛助会員：89社 

http://www.nttdocomo.co.jp/
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◆ MCPC活動の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モバイルIoT活用事例集  

MCPC モバイルソリューションセミナー 

MCPC アワード 

モバイル活用／テレワークセミナー 

ベンチャー支援（含 海外企業） 

在日公館モバイル・IoTフォーラム 

（人材力が源泉） 
モバイルシステム技術検定 

 （基礎、２級、１級、SMC） 

スマートフォン・モバイル実務検定 
（総務省後援） 

IEEE WCET検定 

検定対策講習会 

IoT人材育成（計画中） 

端末インターフェイス標準仕様、 

車載機器インターフェイス標準仕様 

接続互換性検証 

Bluetooth Technical Reference 

モバイル,IoTセキュリティ調査と新仕様 

AI＆ロボット技術・市場動向 

USB充電(安全)対策 

 3本柱 

普及啓発 

技術活動 

人材育成 

変化を先取り 

MCPC活動の概要 
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◆ MCPC活動の概要 

モバイルシステム技術人材育成 

・モバイルシステム技術検定体系化（基礎、2級、1級、SMC） 

・モバイルシステム全体を理解、更に分野別のスペシャリスト育成 

・6,3万人受検！（2016年9月） 
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IoT 

に 

必 

須 

検 

定 
 

【推薦者】 
 

NTTドコモ 

KDDI 

ソフトバンク 

マイクロソフト 

IEEE 
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IoTシステムの特性 

既
存
ビ
ジ
ネ
ス
の
改
善 

生産性向上 

効率化 

高機能化 

高性能化 

省力化 

省エネ化 

  

効率化 

高機能化 

高性能化 

省力化 

省エネ化 

従来のＩＴ/ 

ＩＣＴシステム     

大規模データ活用 

 データ収集能力向上 

ＡＩ分析(機械学習） 

カイゼン 

データ分析
に 

基づく価値
の 

再発見 AI 

ＩｏＴ 

 

・コンピューティングとGPU能力 

 （ムーアの法則） 

・データ処理（AI分析）の発達 

・通信高速化/低価格 他 

・センサ種類増、高度化、低価格他 

・クラウド活用 

 

背景 

 

・１人じゃできない、１社じゃできない 

・顧客：事業部門、運用部門（通訳要） 

・IoT活用目的の明確化 

・システムデザイン力要 

・体系的人材育成（理論と実践） 

課題 

ビジネスモデルの革新/新規ビジネスの創出 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

価値創出 
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IoTコア技術 

（基本項目） 

分野別IoTサービス（実践主体） 

  ＊運輸 

交通・自動車 

＊社会インフラ 

 公共設備 

＊流通業 

（小売り） 

農業  ＊医療 

ヘルスケア 

自然環境 
（天気・防災等） 

サービス業 

（メディア） 

 ＊環境 

エネルギー 

製造業 

サービス・システム等と連携するIoTプラットフォーム（順次対応） 

＊建設・保全 
（家屋、ビル） 
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  IoTの適用業界 

＊IEEEのReference Architecture対象 

IoTシステム 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/nsi/real/kome1.htm
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAMQjRxqFQoTCLPtwoSl18cCFcyRlAod0YcNfQ&url=https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%97%85%E5%AE%A2%E9%89%84%E9%81%93&psig=AFQjCNFy7oLrV-5Z8P1RGZjAtfseBZugAw&ust=1441246847998599
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCIzKjt6418cCFYEvlAodw_wCzw&url=http://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/files/kankyo_seihai/chikabumiplant/index.htm&psig=AFQjCNE20ukrzs47bud-k80H1k0a4zIPZg&ust=1441252050643395
http://image.itmedia.co.jp/l/im/business/articles/1508/27/l_moto_davinci1.jpg
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◆ MCPC活動の概要 

第三者が認定する検定のイメージ 

技術項目、内容の策定要 
 IoTシステム技術検定は初級、中級、上級の3ランク。 

 初級は、ICT関連及びセンサー、組込み技術、BD等に一定知識を有し、IoTに関する基本的内容（用語含む）の理解できる人材。 

 中級は、IoTシステムの構成要素を理解し、システムの設計、構築提案が可能な人材。 

  上級は、IoTシステムの構想、企画、ソリューションプロセスの開発可能な人材。 

  

 
体系 目標とするタスク 主な対象者（目安）

　システムの企画
　ソリューションの開発
　コンサル
　(とりまとめ、指導、
　　イニシアティブ）

ユーザ企業のICT専門及びIT、ICT企
業のシステム提案、構築の指導者
取りまとめ者

　
　システムの提案
　システムの設計
　システムの構築

ユーザ企業の中堅社員及びIT、ICT
企業の提案、構築推進実務遂行者

　IoTに関する基本事項
　（用語を含む）の理解

ユーザ企業の入社1～2年目社員、
IT、ICT企業の新人(技術担当)全員、
営業職・事務職、学生の意欲的な方

中級

初級

上級

M2M/IoT技術 レベル策定例 

実 施 中 
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IoTシステム技術検定（イメージ） 
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  IoT人材育成分科会への期待 

(1) IoT技術項目と人材像の設定 
 

(2) IoTスキルセット(仮称)策定と更新 
 
(3)育成手段の策定 

 
(4)既存技術（資格）者のIoTスキルへの対応 

 
(5)IoT人材の交流の仕組（業界連携/学会/海外） 

 
IoT 

スキルセット 

①無線特性 

②センサ/アクチュエータ 

③ネットワーク  

④プロトコル 

⑤通信モジュール 

⑥エンベデッド 

・・・ 

IoTスキルセットのイメージ 
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